
平成 25年度復興エコツーリズム推進モデル事業 エコツーリズム講演会 

地域の資源を活かした魅力あるツーリズムとは？ 
 

山田町には、鏡のように美しい山田湾をはじめ、船越半島や霞露ヶ岳、山田八景と呼ばれる名所、大

杉神社や山田八幡宮をはじめとする寺社や伝統芸能・祭り…など、とても豊かな魅力にあふれています。

これまで、こうした魅力を活かして様々な体験や旅行などにも取り組まれてきました。 

環境省では、こうした「地域ならでは」の魅力を、観光（ツーリズム）を活用して地域振興・復興に

つなげるとともに、将来（私たちの子供たち）にも、ずっと引き継いで行ける仕組みを考えるために、

山田町をはじめ東北の 5つの地域をモデルに事業を進めています。 

この第 1 歩としまして、地域の魅力を守りながら活かしていくツーリズム＝「エコツーリズム」を学

ぶための講演会を開催いたします。講師には、日本一人口が少ない町・山梨県早川町で地域資源を活か

したエコツーリズムに取り組んでいる大西信正（おおにし のぶまさ）さんをお招きします。 

大西さんのお話のキーワードは、“場の持つメッセージを伝える”、“伝えたいメッセージを楽しさでく

るむ”です。平日のご多忙な時間ではございますが、ぜひご参加をいただければと思います。 

 

（1）開催日 平成 25年７月３日（水） 15時～17時 

（2）会場  山田町中央公民館小ホール 

（3）演題 「地域の資源を活かした魅力あるツーリズムとは？」（仮） 

エコツーリズムって何？／地域の「お宝」（地域資源）のとらえ方／掘り起こした「お宝」につい

ての、プログラムとしての組み立て方／プログラムとして実施する際の参加者への伝え方／エコ

ツアーの価値、ガイドの役割 など 

（４）対象者 

山田町の地域づくり、地域振興、観光、体験、エコツーリズム、山田町の未来等に関心があるみ

なさま。年齢、ご職業、ご出身を問いません。 

（５）お申し込み・お問い合わせ 

お申込みは不要です。当日直接会場までお越しください。お問い合わせは下記までお願いします。 

開催事務局：公益財団法人日本交通公社 吉谷地（よしやち） 

電話：03-5255-6118 メール：yoshiyachi@jtb.or.jp 

 

講師  大西 信正（おおにし のぶまさ）さん 

（株）生態計画研究所早川事業所／南アルプス生態邑 所長・主

任研究員。京都出身。高校卒業後、就職したものの「動物の心が

知りたい」という思いが強く退社。その後、専門学校やかもしか

の会関西、（社）大阪自然環境保全協会などで活動する。その傍ら、

ニホンジカの研究者の方々にお世話になり、生物学を学ぶ。1989

年より南正人氏と金華山島のシカの研究を始める。1992 年より

軽井沢で自然ガイドになる。2008年より（株）生態計画研究所

に入社。山梨県早川町に赴任し、旧中学校を改装した宿泊施設ヘ

ルシー美里と野鳥公園を拠点に自然の案内をしている。 
 


